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1 はじめに

人口減が顕著である中山間地域では，定時定路線での路
線バス運行は費用対効果の点で導入が困難である．そう
いった地域ではコミュニティバスなどが生活に欠かせない
交通インフラとなっているケースも多い．特にセミデマン
ドバスは，運行ダイヤがあらかじめ決まっており，利用者
の要求の都度該当ダイヤを運行する．セミデマンドバスの
予約は，一般的に電話を通して行われるが，その電話対応
がドライバーやオペレータの負担となっているため，予約
システムを IT 化することで負担軽減に繋がることが期待
される．利用者はスマートフォンなどの端末からウェブサ
イトを通して，バスの予約を行う必要があるが，高齢者は
スマートフォンやウェブサイトの利用に不慣れであること
が多く，高齢者にとって使いやすいシステムであることが
求められる．
本稿では，セミデマンドバスの予約受付及び管理を担う

低コストなシステムを開発及び運用するとともに，実証対
象地区の自治体で利用者の意見に基づき，予約システムの
インターフェイスの改善を図った取組について報告し，今
後の課題を述べる．

2 セミデマンドバスシステムの設計

2.1 セミデマンドバス

セミデマンドバスは，あらかじめ決まっている運行ダイ
ヤに沿って，利用者の要求がある場合のみ運行するバスで
ある．このセミデマンドバスの利用を予約する際には，電
話にて，いつ，いずれの運行ダイヤにおいて，どのバス停
から何人乗車し，また，どのバス停で降車するかを伝える．
電話の代替の予約方法となる予約システムにおいても，利
用者からこれらの項目にて，利用するバスと人数を把握
する．

2.2 設計概要

システムの全体像を図 1に示す．本システムは，セミデ
マンドバスの予約をスマートフォンにて受け付けるウェ
ブページを利用するバス利用者，乗車予約一覧を閲覧する
ことができる専用アプリケーションを利用するバスドライ
バー，予約の受付および管理を行うクラウドサーバ，予約情
報を蓄積するデータベースの 4つの要素から構成される．
バス予約システム利用者はスマートフォン等で予約ウェ

ブページを開き，バスの予約を行う．具体的には，乗車日
時，乗車するバス停，運行ダイヤ，時刻，降車するバス停
を指定することでバスの予約を行う．この予約情報はクラ
ウドサーバを通じてデータベースに保存され，バスドライ
バーは専用アプリにてその予約情報を確認することができ

図 1 デマンドバス予約システムの全体像

る．バス予約システム利用者は，予約ウェブページ上で予
約のキャンセルも可能であり，キャンセルした場合，その情
報がクラウドサーバを通じてデータベースに更新される．

2.3 利用者用予約システム

バス予約システムのインターフェイス及び予約手順を図
2に示す．ログイン及びログアウトのご操作を防ぐため，こ
れらの操作に関わるインターフェイスをなくし，あらかじ
めバス予約システム利用者が利用するスマートフォン毎に
バス予約システム利用者を埋め込み，利用者の特定を行っ
ている．また，スクロールが苦手な高齢者でも扱いやすい
よう，全ての選択ボタンを一つの画面に収めている．さら
に，実証対象地区の利用者の意見を参考に，無駄な情報の
入力やそのための画面遷移をできる限り削減できるように
インターフェイスを工夫している．例えば，導入した地区
の利用者は自宅近くのバス停からしか乗車しない特徴があ
ることから，乗車するバス停の選択を無くし，自宅近くの
バス停から常に乗車するものとしている．さらに，電話の
予約では確認が難しい予約可能な乗車日を一週間分表示す
ることで，利用者の利便性を向上させている．バス予約以
外の機能として，利用者に対し外出やイベントへ参加等の
行動の提案もできるよう，実証対象地区における近々のイ
ベントの予定をホーム画面に表示する機能も備えている．

2.4 バスドライバー用アプリケーション

バスドライバーの専用アプリケーションは，乗車予約一
覧画面と予約のあるバス停が地理的に把握できる地図画面
を表示することができる．それらインターフェイス及び乗
車予約に対する処理手順を図 3に示す．
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図 2 予約システムインターフェイス

図 3 バスドライバー用アプリケーションインターフェイス

バスドライバーがアプリケーション上で行う処理は，乗
車予約をした利用者が実際に乗車した際に乗車確認と，降
車した際にも降車確認の二つの操作であり，いずれもボタ
ン選択することで，乗車予約管理を行うクラウドサーバ上
にも反映される．

3 実証実験

3.1 対象地区について

兵庫県北部の自治体である豊岡市資母村で本システムを
運用している．同地区は人口が 1600 名ほどで高齢化率は
44.2% である [1]．中心部に銀行や公共施設が集まってお
り，この中心部への移動手段としてコミュニティバスが必
要とされている．また，人が集うための事業計画の中でコ
ミュニティバスの利用促進が挙げられている [2]．
今回，本システムの利用に 7名の方の承諾をいただいく

ことができた．この地区のデマンドバスの全利用人数は 20

人ほど [3] であることから，半数近くの方がシステムの利
用に協力いただけている状況と言える．

3.2 運用報告

2018年 11月中旬から実証運用を開始し，2018年 12月
末までにシステムを通して，バスを予約し乗車，降車まで
一連の手続きを行なったもの，つまり図 2の予約手順を 4⃝
まで行い，図 3の乗車降車完了手続きを 5⃝まで行えた回数
は累計 8回である．実際にシステムのみを用いて乗車を行
えたユーザーが存在したことは大きな意義がある．今後は

この回数が増えていくようにユーザーヒアリングと改良を
重ねてい予定である．

4 おわりに

本稿では，セミデマンドバスの予約及びその管理を低コ
ストかつ高齢者に優しいインタフェースで行うシステムを
開発し，兵庫県北部の自治体において運用した内容につい
て報告した．
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